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議
長
あ
い
さ
つ 
議
　
長
　

竹
仲
　
良
廣

こ
の
た
び
、
令
和
2
年
3
月
4
日
開
催
の
定
例

議
会
に
お
い
て
第
37
代
美
浜
町
議
会
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
竹
仲
良
廣
で
す
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ

る
と
同
時
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
美
浜
町
議
会
の
代
表
と
し

て
全
力
を
傾
け
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

今
年
に
入
り
、
中
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
な
拡
散
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
都
市
封
鎖
、
医
療
崩
壊
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
多
く
の
感
染
者
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
美
浜
町
に
お
い
て
も
、
万
全
の
対
策
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
美
浜
町
議
会
に
お
い
て
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会

や
町
の
動
き
等
を
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
本
会
議
中
継
、
議
会
広
報
や
議
会

と
語
ろ
う
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
開
か
れ
た
議
会
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
、
本
会
議
の
す
べ
て
、
各
委
員
会
等
の
状
況
を

ラ
イ
ブ
映
像
で
配
信
す
る
方
向
で
協
議
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
が
い
つ

で
も
内
容
を
、
議
会
で
ど
の
よ
う
な
審
議
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
の
中
は

I
C
T
、
A
I
機
能
を
導
入
し
て
き
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
に
お
い
て
も
児

童
生
徒
一
人
1
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
つ
時
代
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
美
浜
町

議
会
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
利
用
し
、
多
く
の
情
報
検
索
や
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
議
会
で
し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
支
持
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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副
議
長
あ
い
さ
つ 

副
議
長
　

梅
津
　
隆
久

こ
の
度
、
3
月
の
定
例
議
会
に
於
い
て
、
2
度

目
の
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
町
民
皆
様
の
ご
意

見
に
応
え
る
べ
く
活
動
し
、
そ
の
意
思
を
町
政
に
的
確
に
反
映
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
経
済
の
景
気
回
復
は
、
地
方
に
お
い
て
は
実
感
に
乏
し
く
推
移
し

て
い
る
中
に
お
い
て
、
世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
日
本
国
内
を
は
じ
め
福
井
県
内
に
於
い
て
も
感
染
者
が

増
加
傾
向
に
有
り
、
我
が
町
経
済
の
景
気
低
迷
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
様
な
中
で
、
美
浜
町
ス
マ
ー
ト
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
魅
力
創
造
拠

点
化
事
業
を
進
め
る
べ
く
地
域
づ
く
り
整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

議
会
に
於
い
て
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望
を
反
映
し
町
の
活
性
化
に

繋
い
で
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
令
和
5
年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
、
三
方
五
湖
遊

覧
船
（
電
気
推
進
船
）
や
観
光
誘
客
事
業
等
を
担
う
観
光
D
M
O
の
設
立

と
活
動
に
よ
る
活
性
化
に
支
援
し
て
行
く
と
共
に
、
原
子
力
の
様
々
な
課

題
の
克
服
と
美
浜
3
号
機
の
早
期
再
稼
働
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

美
浜
町
の
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
日
々
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
に
、
議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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中央小学校に整備！
原子力発電所で大きな事故が発生したとき、約 30km 圏

内の区域は、放射性物質の放出等に応じて、屋内退避や

避難等の防護措置が必要となります。要配慮者や住民等

が避難できないような場合は、放射線防護対策を施された

施設に「一時的に避難」することになります。

整備の対象は、国が示した「原子力発電所から半径概

ね 10km 圏内に所在する屋内退避施設」となっており、今

回は「美浜中央小学校体育館」に整備します。

収容人員は約 200 人。整備時期は令和 2 年度。施設整

備予算の約 3 億円は、国が全額補助します。

空気を浄化する装置を備え、体育館内を高めの圧力にし

ていますので、外からの空気が入り込むことはありません。

商用電源が失われた場合に備えて「非常用自家発電機」が設置されます。メンテナンスが特に重要です。（松下記）

未来社会を生きる子どもたちへ
Society5.0 時代（仮想空間と現実空間を高度に融合させたシ

ステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中

心の社会）を生きる子どもたちにとって、ICT を基盤とした先端

技術等の効果的な活用が求められています。しかし、現在の学

校教育における ICT 環境は遅れています。

高速大容量の通信ネットワークを整備し、児童生徒に一人一台端

末を実現することで、子どもたちを誰一人取り残すことのない、公正

に個別最適化された学びを学校現場で持続させることができます。

子どもたちが豊かな創造性を備え、持続可能な社会の創り手と

して、未来社会を自立的に生きるための資質・能力を育成してい

くことが必要です。（山口記）

要配慮者等屋内退避施設整備事業
整備事業費  3億300万円

ＧＩＧＡスクール整備事業
整備事業費  5,236万円

令和元年度予算総額 １０２億１,５８０万円

一般会計 補正予算（主要事業）

 7,566万円
増

美浜中央小学校体育館



5

3月定例会 一般会計 補正予算令和元年度

３月補正予算額
予算審議８ページ参照

基金積立

3億 

久々子湖保健福祉センターはあとぴあ

Ⅰ ふるさと応援基金積立金 5,283 万円 

【概要】ふるさと納税寄附金を財源に、美浜町総合振興計画に掲げる将来像の実現
に向け必要な資金を積立てる。

Ⅱ まちづくり基金積立金 1 億 5,000 万円 

【概要】健康で快適なまちづくりに資する事業に必要な資金を積立てる。

Ⅲ 美浜町保健福祉センター
　 大規模改修事業積立金 8,300 万円 

【概要】美浜町保健福祉センター大規模改修事業に必要な資金を積立てる。

Ⅳ 美浜町観光振興基金積立金 9,133 万円 

【概要】地域資源を活かした新たな観光振興施策に必要な資金を積立てる。
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特別会計予算　41億 9,906 万円

上水道事業会計　3 億 630 万円

（単位 : 万円）

主　要　事　項 金　額

診療所事業特別会計 13,855

国民健康保険事業特別会計 125,487

後期高齢者医療事業特別会計 12,489

介護保険事業特別会計（介護保険事業勘定） 123,920

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定） 423

簡易水道事業特別会計 18,291

集落排水処理事業特別会計 17,241

公共下水道事業特別会計 49,808

産業団地事業特別会計 764

住宅団地事業特別会計 2,061

道路用地取得事業特別会計 55,567

（主要事業）

億 ９,８９５万円

当 初 予 算

美浜町地域づくり拠点化施設（道の駅）イメージ
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3月定例会

令和2年度

１２８億 ９

当 初 予 算
予算総額
予算審議８ページ参照

一般会計予算　83 億 9,387 万円

歳出予算の内訳（主要事項）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位 : 万円）

款 予算額 主　要　事　項 金　額

総務費 143,190 

美浜町職員「人財」育成事業
職員（人材）の資質向上を図るとともに、意識改革を促し、行政が果たすべき役
割を自ら考え、自ら行動できる職員（人財）へと育成する研修経費

259 

大学との交流連携事業
協力協定等を締結した各大学と継続性をもって課題の洗い出しから解決策の提
案、実証実験、事業展開までを複数年度にわたって行い、地域の活性化や交流人口
の拡大を図る経費

1,083 

集落づくりサポート事業
集落別対話での意見交換を通して明らかになった各集落の課題を解決するため、
また、「地域愛」の醸成を図るための集落や団体に対する新たな支援補助等

1,453 

民生費 156,967 
子ども・子育てサポートセンター運営事業
子育て世代包括支援センター・子ども家庭総合支援拠点・子育て支援センター・
要保護児童対策地域協議会の機能を新たに１カ所に集約し、運営する経費

333 

農林水

産業費
67,443 

農業人材育成拠点整備事業
観光農園及び新規就農者の確保・育成のための研修施設整備にかかる用地取
得、実施設計及び整備工事費

28,465 

商工費 32,456 

三方五湖ゾーン整備事業
令和 5 年春の北陸新幹線敦賀開業に向け、東京海洋大学とともに共同研究を
進めている新たな三方五湖遊覧船（電気推進船）の実証実験を行う経費

3,961 

三方五湖ゾーン活性化事業
今後の三方五湖遊覧船や観光誘客事業等を担う観光ＤＭＯの設立と活動に対しての
支援補助

1,340 

土木費 69,378 

美浜町スマートコンパクトシティ
魅力創造拠点化事業

「道の駅」整備に向けた用地買収など

40,030 

消防費 80,778 
防災行政無線整備事業
老朽化した防災行政無線を新たに防災情報伝達システムとして再整備する工
事費（継続費）

47,707 

教育費 100,970  
グランドゴルフ場整備事業
グランドゴルフ場の整備について検討し、実施設計を行う経費

242 

ここに注目！
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予
算
決
算

常
任
委
員
会

付
託
案
件
20
件

◎
令
和
元
年
度
美
浜
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
5

号
）
に
つ
い
て

問

観
光
振
興
基
金
積
立
金
の
9
1
3
3

万
円
は
、
電
池
推
進
船
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
（
建
物
・
機
械
な
ど
）
に
使
う

の
か
。

答

船
の
発
着
場
所
等
の
整
備
に
活
用

さ
れ
る
と
考
え
る
。

問

G
I
G
A
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
校
内
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ

る
の
か
。

答

国
の
政
策
で
、
子
ど
も
た
ち
が
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
環
境
を
整
備
す
る
。
将
来
的

に
は
1
人
一
台
の
端
末
を
使
用
で
き
る
よ

う
、
5
年
か
け
て
約
6
0
0
台
程
度
整
備

し
た
い
。

◎
令
和
2

年
度
美
浜
町
一
般
会
計
予
算

（
第
11

号
）
歳
出
に
つ
い
て

〈
総
務
費
〉

問

町

職

員

の
「

人

財
」
育

成

事

業

（
2
5
9
万
円
）
は
、
ど
の
よ
う
な

人
材
を
育
て
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

自
ら
考
え
自
ら
行
動
で
き
る
人
材

を
育
成
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
は
本

人
の
希
望
に
基
づ
き
研
修
等
に
参
加
し
て

い
た
が
、
今
後
は
行
政
機
関
か
ら
も
人
選

し
、
人
材
を
発
掘
し
た
い
。

問

大
学
と
の
交
流
連
携
事
業
（
1
0
8

3

万
円
）
に
つ
い
て
、
大
学
と
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
通
じ
て
得
た
事

業
に
繋
が
る
政
策
や
研
究
課
題
を
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
。

答

現
在
大
学
と
協
議
中
で
あ
る
。
集
落

の
課
題
解
決
な
ど
に
つ
い
て
、
何
が

で
き
る
か
話
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

問

集

落

づ

く

り

サ

ポ

ー

ト

事

業

（
1
4
5
3
万
円
）
は
、
地
域
の
伝

統
文
化
活
動
に
も
使
用
で
き
る
の
か
。

答

幅
広
く
集
落
の
課
題
に
対
応
し
て

い
く
上
で
は
主
旨
に
合
致
す
る
。

〈
民
生
費
〉

問

子
ど
も
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
（
3
3
3
万
円
）
は
、

18

歳
未
満
の
者
ま
で
が
対
象
と
幅
が
広

い
。
ど
の
よ
う
な
人
員
体
制
で
対
応
す
る

の
か
。

答

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
を
経
て
、

18
歳
ま
で
と
幅
が
広
い
。
保
健
師

や
児
童
相
談
員
、
社
会
福
祉
士
を
配
置

す
る
。
町
の
職
員
で
対
応
出
来
な
い
場

合
は
、
外
部
委
託
で
の
支
援
体
制
を
整

え
た
い
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

問

農
業
人
材
育
成
拠
点
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
を
担
う
生
産
者
が

「
イ
チ
ゴ
」
を
生
産
し
た
い
と
希
望
し
て
い

る
の
か
。

答

生
産
支
援
で
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
を
考

え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
消
費

者
を
意
識
し
な
が
ら
生
産
で
き
る
人
材
の

育
成
の
た
め
に
観
光
農
園
を
つ
く
り
た

い
。
比
較
的
収
穫
期
間
が
長
く
、
接
客
ス

キ
ル
を
身
に
着
け
る
機
会
が
多
く
な
る
と

考
え
「
イ
チ
ゴ
」を
選
択
し
た
。

〈
商
工
費
〉

問

三
方
五
湖
ゾ
ー
ン
の
整
備
事
業

（
3
9
6
1
万
円
）
に
つ
い
て
、
電

池
推
進
船
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ

リ
ー
の
費
用
は
、
陸
上
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電

設
備
の
蓄
電
部
分
を
含
ん
で
い
る
の
か
。

答

船
単
独
で
あ
り
、
陸
上
部
分
は
含

ん
で
い
な
い
。

問

三
方
五
湖
ゾ
ー
ン
活
性
化
事
業

（
1
3
4
0
万
円
）
に
つ
い
て
、
観

光

D
M
O
は
、
町
の
観
光
全
体
を
考
え
る

組
織
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
三
方
五
湖
ゾ
ー

ン
だ
け
に
特
化
し
た
組
織
に
な
る
の
か
。

答

電
池
推
進
船
の
運
航
を
D
M
O
に

委
託
す
る
話
が
目
立
つ
が
、
D
M
O

は
、
三
方
五
湖
周
辺
を
は
じ
め
と
し
た
町

全
体
の
観
光
を
考
え
、
魅
力
ア
ッ
プ
を
実

践
す
る
組
織
で
あ
る
。

〈
土
木
費
〉

問

美
浜
町
ス
マ
ー
ト
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
魅
力
創
造
拠
点
化
事
業
（
4

億

30

万
円
）
に
つ
い
て
、
P
F
I
事
業
は
、
事

業
者
と
本
契
約
を
交
わ
し
た
後
に
、
用
地

取
得
を
行
う
も
の
な
の
か
。

答

通
常
は
用
地
取
得
を
先
に
進
め
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
P
F
I

事
業
は
、
本
契
約
の
締
結
が
事
業
認
定
の

要
件
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
契
約
後
で

な
い
と
用
地
取
得
が
で
き
な
い
。

〈
教
育
費
〉

問

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備
事
業

は
、
西
郷
健
康
広
場
付
近
を
前
提

に
計
画
す
る
の
か
、
別
の
場
所
も
考
え
て

い
る
の
か
。

答

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
、
ス

ポ
ー
ツ
協
会
、
老
人
会
、
観
光
協

会
等
で
検
討
委
員
会
的
な
組
織
を
立
上

げ
、
決
め
て
い
き
た
い
。　
　

 
 

（
梅
津
記
）

常
任
委
員
会
の
動
き
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総
務
文
教

常
任
委
員
会

付
託
案
件
6
件

成
年
被
後
見
人
も
印
鑑
登
録
が
で
き
る

◎
美
浜
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

被
後
見
人
は
、
後
見
人
が
同
席
す

れ
ば
印
鑑
登
録
が
で
き
る
の
か
。

答

そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
財
産
分
割

等
の
場
合
は
印
鑑
証
明
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
緩
和
措
置
と
し
て
、
被
後
見

人
に
判
断
能
力
が
な
い
場
合
で
も
印
鑑
登

録
の
意
思
が
あ
り
、
後
見
人
が
同
席
し
た

場
合
は
印
鑑
登
録
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

負
担
金
、
実
情
に
沿
っ
て
見
直
し

◎
美
浜
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

美
浜
町
の
負
担
金
は
、
嶺
南
市
町

の
中
で
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
の
か
。

答

お
お
い
町
は
月
額
2
千
円
程
度
、

敦
賀
市
と
美
浜
町
は
ほ
ぼ
同
じ
で

月
額
4
千
円
程
度
、
若
狭
町
と
小
浜
市
は

月
額
5
千
円
〜
6
千
円
程
度
で
あ
る
。

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
は
、

各
小
学
校
と
も
35

人
で
あ
る
。
希

望
人
数
に
偏
り
が
あ
る
場
合
に
は
、
学
校

間
の
移
動
が
で
き
る
の
か
。

答

夏
休
み
利
用
に
つ
い
て
は
、
ひ
と

つ
の
ク
ラ
ブ
に
40
人
を
超
す
応
募

が
あ
る
。
高
学
年
に
限
り
保
護
者
の
同
意

を
得
て
、
定
員
に
余
裕
の
あ
る
施
設
に

移
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

付
属
機
関
と
し
て
委
員
会
を
設
置

◎
美
浜
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

な
ぜ
今
設
置
な
の
か
。

答

こ
れ
ま
で
は
要
綱
に
よ
っ
て
同
様

の
委
員
会
を
設
置
し
て
き
た
。
改

め
て
条
例
を
制
定
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問

エ
ネ
ル
ギ
ー
課
題
に
限
定
せ
ず
、

S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
な
ど
、
総
合
的
な
課
題
へ
の
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

急
速
な
社
会
環
境
の
変
化
が
あ
る

の
で
、
広
い
視
点
を
持
ち
進
め
て

い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

（
髙
橋
記
）

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

付
託
案
件
11
件

セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
規
定
の
整
備

◎
美
浜
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

況
で
あ
る
。

観
光
施
策
に
必
要
な
積
み
立
て

◎
美
浜
町
観
光
振
興
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

問

三
方
五
湖
周
辺
の
観
光
振
興
施
策

と
い
う
こ
と
は
、
レ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
や
観
光

D
M
O

関
係
の
積
立
基
金

に
な
る
の
か
。

答

主
に
ハ
ー
ド
整
備
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
観
光
D
M
O
に
つ
い
て
、

こ
の
基
金
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

「
道
の
駅
」
、
特
別
目
的
会
社
と
事
業
契
約

◎
美
浜
町
地
域
づ
く
り
拠
点
化
施
設
整

備
事
業
契
約
に
つ
い
て

問

協
力
企
業
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
塩

浜
工
業
」
は
、
国
、
県
、
町
か
ら

税
金
が
投
入
さ
れ
る
公
共
事
業
の
請
負
う

建
設
会
社
で
あ
る
。
一
般
的
な
企
業
と
比

べ
て
高
い
説
明
責
任
や
法
令
順
守
が
求
め

ら
れ
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

答

現
時
点
で
は
、
法
令
違
反
と
い
う

も
の
が
確
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
今
後
、
法
令
違
反
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
は
、
「
美
浜
町
工
事
等
契
約

に
係
る
指
名
停
止
等
の
措
置
要
領
」
等

に
基
づ
き
、
厳
正
に
処
分
す
る
こ
と
に

な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
仲
嶌
記
）

問

感
染
症
対
策
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

強
化
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答

ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
や
手
洗
い
を
継

続
し
て
や
っ
て
い
く
。
高
齢
者
や

幼
児
の
こ
と
を
考
え
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

な
り
、
子
ど
も
が
接
触
し
そ
う
な
壁
面
の

部
分
を
や
わ
ら
か
い
材
質
で
改
修
し
た
。

入
居
要
件
の
緩
和

◎
美
浜
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

入
居
要
件
の
緩
和
の
第
11

条
に
記

載
の
「
連
帯
保
証
人
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
理
由
か
ら
、
現
行
の
連
帯
保
証

人
の
要
件
か
ら
『
町
内
に
居
住
し
て
い
る
』

要
件
を
削
除
す
る
」
こ
と
で
、
連
帯
保
証

人
は
、
日
本
国
内
の
ど
こ
で
も
い
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
か
。

答

連
帯
保
証
人
が
国
内
に
い
れ
ば
入
居

の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

協
議
会
を
設
置

◎
美
浜
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

問

必
要
な
の
は
、
困
難
を
抱
え
て
い
る

当
事
者
や
社
会
的
立
場
の
弱
い
方
の

意
見
で
あ
る
。
当
事
者
の
経
験
を
生
か
せ

る
よ
う
な
方
を
選
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

現
在
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
障
害

を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者

の
方
が
お
り
、
意
見
を
聞
い
て
い
る
状
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件　　　　　　　　　名 委員会付託 議決結果 対応ページ

議案第 3 号 令和元年度美浜町一般会計補正予算（第５号）

＜予算決算＞

可決 P4・5・8

議案第 4 号 令和元年度美浜町診療所事業特別会計補正予算（第２号） 可決

議案第 5 号 令和元年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 可決

議案第 6 号 令和元年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 可決

議案第 7 号 令和元年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決

議案第 8 号 令和元年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決

議案第 9 号 令和元年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決

議案第 10 号 令和元年度美浜町産業団地事業特別会計予算 可決

議案第 11 号 令和２年度美浜町一般会計予算 可決 P6・7・8

議案第 12 号 令和２年度美浜町診療所事業特別会計予算 可決 P6

議案第 13 号 令和２年度美浜町国民健康保険事業特別会計予算 可決 P6

議案第 14 号 令和２年度美浜町後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 P6

議案第 15 号 令和２年度美浜町介護保険事業特別会計予算 可決 P6

議案第 16 号 令和２年度美浜町簡易水道事業特別会計予算 可決 P6

議案第 17 号 令和２年度美浜町集落排水処理事業特別会計予算 可決 P6

議案第 18 号 令和２年度美浜町公共下水道事業特別会計予算 可決 P6

議案第 19 号 令和２年度美浜町産業団地事業特別会計予算 可決 P6

議案第 20 号 令和２年度美浜町住宅団地事業特別会計予算 可決 P6

議案第 21 号 令和２年度美浜町道路用地取得事業特別会計予算 可決 P6

議案第 22 号 令和２年度美浜町上水道事業会計予算 可決 P6

議案第 23 号 美浜町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

＜総務文教＞

可決 P8

議案第 24 号 美浜町行政不服審査関係手数料条例及び固定資産評価審査委員会条例の一部を
改正する条例の制定について

可決

議案第 25 号 美浜町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第 26 号 美浜町放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例の制定について 可決 P9

議案第 27 号 美浜町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

可決

議案第 28 号 美浜町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

＜産業厚生＞

可決

議案第 29 号 美浜町保健福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

可決 P9

議案第 30 号 美浜町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 可決 P9

議案第 31 号 美浜町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第 32 号 美浜町エネルギービジョン推進委員会条例の制定について ＜総務文教＞ 可決 P9

議案第 33 号 美浜町子ども・子育て会議条例の制定について

＜産業厚生＞

可決 P9

議案第 34 号 美浜町健康づくり推進協議会条例の制定について 可決

議案第 35 号 美浜町観光振興基金条例の制定について 可決 P5・8・9 

議案第 36 号 美浜町地域づくり拠点化施設整備事業契約について 可決 P6・7・8・9

議案第 37 号 美浜町福祉支援センターあいぱる（生活支援）の指定管理者の指定について 可決

議案第 38 号 美浜町福祉支援センターあいぱる（発達支援）の指定管理者の指定について 可決

議案第 39 号 美浜町丹生漁港環境広場の指定管理者の指定について 可決

議案第 40 号 美浜町課設置条例の一部を改正する条例の制定について - 可決

同意第 1 号 美浜町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて - 同意

諮問第 1 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて - 可決

略称　＜予算決算＞・・・予算決算常任委員会　　＜総務文教＞・・・総務文教常任員会　　＜産業厚生＞・・・産業厚生常任委員会

3月定例会　議案
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討

論

概

要

討

論

概

要

◎
議
案
第
1
号
　
令
和
元
年
度

美
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

【
反
対
討
論
】

美
浜
町
地
域
づ
く
り
拠
点
化

施
設
整
備
事
業
（「
道
の
駅
」
）

の
債
務
負
担
行
為
の
前
倒
し
延

長
は
認
め
な
い
。　

 

（
河
本
議
員
）

◎
議
案
第
2
号
　
電
池
推
進
実

証
船
建
造
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

【
反
対
討
論
】

再
エ
ネ
活
用
事
業
と
し
て
の

有
益
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

 （
河
本
議
員
）

◎
仲
嶌
正
一
議
員
に
対
す
る
懲

罰
の
件
（
懲
罰
を
科
さ
な
い

こ
と
に
つ
い
て
）

【
反
対
討
論
】

仲
嶌
議
員
の
反
省
を
受
け
止

め
、
議
会
の
品
位
を
保
持
す
る

た
め
に
は
、
公
開
の
議
場
に
お

け
る
戒
告
の
懲
罰
を
科
す
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
。   

（
河
本
議
員
）

◎
議
案
第
3
号
　
令
和
元
年
度
美
浜
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

◎
議
案
第
35
号
　
美
浜
町
観
光
振
興
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

電
池
推
進
船
、
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
建
設

は
無
駄
な
ハ
コ
モ
ノ
に
な
る
。 （
河
本
議
員
）

◎
議
案
第
11
号
　
令
和
2
年
度
美
浜
町
一

般
会
計
予
算
」

◎
議
案
第
21
号
　
令
和
2
年
度
美
浜
町
道

路
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算

【
反
対
討
論
】

現
在
の
経
済
状
況
に
お
い
て
は
、「
道
の

駅
」
の
施
設
整
備
、
電
池
推
進
船
の
事
業

を
中
止
し
、
町
民
の
支
援
強
化
に
財
政
資

金
を
投
入
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

（
河
本
議
員
）

◎
議
案
第
36
号
　
美
浜
町
地
域
づ
く
り
拠

点
化
施
設
整
備
事
業
契
約
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

原
発
の
闇
、
政
治
と
金
の
社
会
問
題
の

中
心
に
い
る
「
塩
浜
工
業
」
が
協
力
会
社

と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
契
約
議
案
は
認

め
な
い
。 

（
河
本
議
員
）

議席順に掲載（○賛成  ×反対  －欠席  □退席）※議長（竹仲良廣）は採決に加わりません。反対または退席があった議案だけ載せています。

仲嶌 髙橋 寺田 梅津 河本 辻井 川畑 松下 﨑元 山口 藤本 兵庫 北村

議案第 3 号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 10 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 11 号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 21 号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 34 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 35 号 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 36 号 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議席順に掲載（○賛成  ×反対  －欠席  □退席）※議長（﨑元良栄）は採決に加わりません。反対または退席があった議案だけ載せています。

仲嶌 髙橋 寺田 梅津 河本 辻井 川畑 松下 山口 藤本 兵庫 北村 竹仲

議案第 1号 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇

議案第 2 号 〇 × × 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

懲　罰 × 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

件　　　　　　　　　名 議決結果

議案第 1 号 令和元年度美浜町一般会計補正予算（第４号） 可　決

議案第 2 号 電池推進実証船建造工事請負契約について 可　決

－ 仲嶌正一君に対する懲罰の件（懲罰を科さないことについて）
可　決

（科すべきではない）

賛否が分かれた議案

2月臨時会　議案

賛否が分かれた議案

2
月
臨
時
会
の
報
告

令和元年度　一般会計補正予算　５億２,２４８万円増を可決

予算総額　９８億４,０１３万円
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質 問 3月定例会では2人の議員が一般質問に立ち、

町行政のあり方について、問いただしました。

「
道
の
駅
」
施
設
整
備
は
見
直
し
、

再
検
討
を
行
う
べ
き
だ

!

「
道
の
駅
」
施
設
整
備
事
業
と
優
先
交
渉

権
者
の
グ
ル
ー
プ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

協
力
会
社
「
塩
浜
工
業
」
に
つ
い
て

問

町
長
は
、
収
支
報
告
書
に
記
載
の

な
い
現
金
を
受
け
取
っ
た
こ
と
が

あ
る
か
、
な
い
か
伺
う
。

町長

そ
う
い
っ
た
事
実
は
な
い
。

問

町
長
は
、
「
塩
浜
工
業
」
が
「
道

の
駅
」
の
施
設
建
設
を
担
う
協

力
会
社
と
し
て
適
切
だ
と
考
え
て
い
る

の
か
。

町長

現
時
点
に
お
い
て
は
、
疑
惑
の
段

階
と
理
解
し
て
い
る
。
確
証
の
な

い
も
の
を
も
っ
て
、
適
切
で
あ
る
か
不

適
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
述
べ
ら

れ
る
段
階
で
は
な
い
。

問

町
長
や
行
政
が
「
塩
浜
工
業
」
を

協
力
会
社
に
す
る
よ
う
に
便
宜
を

図
っ
た
よ
う
な
事
実
は
な
い
か
。

町長

便
宜
を
図
っ
た
よ
う
な
事
実
は

な
い
。

問

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
制
度
と
し
て
、
口

利
き
や
便
宜
が
図
り
や
す
く
透
明

性
に
欠
け
、
不
正
を
見
つ
け
に
く
い
も

の
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

土木建築
課長

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
き
内
閣
府
が
進

め
て
い
る
手
法
で
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
は
複
数
の
機
関
に
よ
っ
て
多

方
面
の
分
野
に
わ
た
り
監
視
で
き
る
体

制
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
民
間
同
士
の

経
済
活
動
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。

意見

民
間
の
企
業
が
公
共
施
設
等
の
建

設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
行
う

上
で
最
も
大
切
な
の
は
、
企
業
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

美
浜
町
の
「
道
の
駅
」
建
設
を
、
原

発
の
闇
、
政
治
と
金
と
い
う
社
会
問
題
、

そ
の
疑
惑
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
「
塩

浜
工
業
」
に
任
せ
て
大
丈
夫
な
の
か
。「
道

の
駅
」
の
運
営
を
始
め
る
前
か
ら
社
会

的
な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と

い
、
特
別
目
的
会
社
の
代
表
企
業
の
本

業
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
ま
で
低
下
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

「
公
正
な
競
争
環
境
が
阻
害
さ
れ
、
新

た
な
官
民
癒
着
を
生
じ
さ
せ
る
」
可
能

性
が
高
い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
、
社
会
問
題
で

あ
る
原
発
の
闇
、
政
治
と
金
の
疑
惑
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
「
塩
浜
工
業
」
に

つ
い
て
、
見
直
し
、
再
検
討
も
せ
ず
に

「
道
の
駅
」
建
設
を
進
め
る
の
は
、
暗
雲

立
ち
込
め
る
中
に
町
民
を
巻
き
込
ん
で

飛
び
込
む
よ
う
な
も
の
だ
！
「
道
の
駅
」

施
設
整
備
は
見
直
し
、
再
検
討
を
行
う

べ
き
だ
！

子
育
て
教
育
は
美
浜
で
！

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

問

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ

い
て
、
福
井
県
が
、
令
和
２
年

９
月
か
ら
そ
の
対
象
を
中
学
校
卒
業
ま

で
引
き
上
げ
る
と
い
う
方
向
性
を
示
し

て
い
る
。

こ
の
動
き
に
あ
わ
せ
て
、
県
内
の
各
市

町
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
か
ら
高
校
卒

業
ま
で
引
き
上
げ
る
自
治
体
が
出
て
き

て
い
る
。

美
浜
町
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町長

で
き
れ
ば
令
和
２
年
度
の
秋
ご
ろ

の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問

敦
賀
市
は
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」

を
掲
げ
て
い
る
。
経
済
圏
で
あ
る

敦
賀
市
に
移
住
定
住
の
魅
力
ま
で
差
を

つ
け
ら
れ
た
ら
、
美
浜
町
に
何
が
残
る

の
か
。

敦
賀
市
よ
り
も
、
「
子
育
て
教
育
は
美
浜

で
！
」
と
移
住
定
住
を
考
え
た
く
な
る

環
境
整
備
が
必
要
だ
。

福祉
課長

４
月
に
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
は
あ
と
ぴ
あ
」
内
に
、
子
ど
も
・

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に

設
置
す
る
。

保
護
者
の
孤
立
を
防
ぎ
、
子
育
て
の
悩

み
や
保
護
者
自
身
の
悩
み
を
抱
え
込
む

こ
と
が
な
い
よ
う
、
身
近
で
気
軽
に
相

談
で
き
る
仕
組
み
と
体
制
の
構
築
や
子

育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
発
信
の
強
化
、

ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
乳
幼
児
期
か

ら
学
童
期
を
経
て
大
人
に
な
る
ま
で
の

間
、
切
れ
目
の
な
い
継
続
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
、
子
ど
も
の
育
ち
を
地
域
全
体
で

温
か
く
応
援
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
、
こ
の
町
で
子
育
て
し
た
く
な
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

正
職
員
で
採
用
枠
を
増
や
す
べ
き

美
浜
町
の
障
害
者
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て

問

障
害
者
の
自
立
、
平
等
な
権
利
が

保
障
さ
れ
る
よ
う
に
、
正
職
員
で

採
用
枠
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総務
課長

障
害
者
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
、
職
場
づ
く
り
と
い
う
こ
と

で
、
職
種
で
勤
務
条
件
が
合
え
ば
、
積

極
的
に
採
用
す
る
方
向
で
進
め
て
い
き

た
い
。

河本 猛 議員
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一 般質問、返答については質問者の

文責で掲載しています。

美
し
美
浜
の
さ
ら
な
る
前
進
を
！

町
長
の
実
績
と
成
果
に
つ
い
て

⑴
町
長
就
任
1
年
目
の
成
果
は

問

第
6

代
美
浜
町
長
に
就
任
さ
れ
、
町
民

が
地
域
愛
に
あ
ふ
れ
、
本
町
に
暮
ら
す

喜
び
と
幸
せ
、
誇
り
を
実
感
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
こ
ら
れ
た
が
、
1

年
た
っ
た
成
果
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町長

町
民
一
人
一
人
が
、
ま
ち
づ
く
り
や

集
落
づ
く
り
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
が
、
活
気
が
あ
り
魅
力
の
あ
ふ
れ
る
美
浜

町
の
実
現
に
と
っ
て
の
大
き
な
力
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
民
意

を
受
け
と
め
、
町
の
実
情
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
就
任
後
の
7
月
よ
り
、
町
内
、
各

集
落
、
ま
た
、
各
団
体
、
地
域
を
対
象
に
、

「
地
域
あ
い
あ
い
ほ
っ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

開
催
し
て
き
た
。
延
べ
43
回
、
約
1
1
0
0

人
と
対
話
を
し
て
き
て
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
、
町
の
現
状
と
町
や
集
落
が
将
来
的

に
直
面
す
る
課
題
を
示
し
、
町
政
や
集
落
づ

く
り
へ
の
関
心
を
深
め
、
ま
ち
づ
く
り
や
集

落
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
繋
が
る

き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

意見

町
長
の
こ
の
1

年
は
、
町
民
が
集
落

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に

参
加
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ
た
と
考

え
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
町
民
が
積
極
的
に
参

加
し
や
す
い
施
策
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る
。

⑵
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
に
つ
い
て

問

町
長
は
、
「
住
ん
で
い
る
こ
と
に
幸
せ

と
誇
り
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
て
、
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
を
実
践
す

る
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
町

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え
を
伺
う
。

町長

目
指
す
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
と
は
、
町

民
目
線
で
町
民
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
町
民
に
幸
せ
と
誇
り
・
夢
と
希
望

を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
最
優
先
に
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
3
つ
の
柱
を
掲

げ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
2
つ
の
「
住
ん
で
い

る
こ
と
に
幸
せ
と
誇
り
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」「
夢
と
希
望
・
活
気
あ
ふ
れ
る
産

業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」、
こ
れ
を
実
現
す

る
こ
と
が
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
成
果
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

意見

町
長
の
必
要
な
対
話
を
決
し
て
い
と

わ
ず
、
汗
を
か
く
こ
と
を
惜
し
ま
ず
、

み
ず
か
ら
に
与
え
ら
れ
た
全
て
を
捧
げ
、
誠

心
誠
意
町
政
の
か
じ
取
り
に
臨
む
覚
悟
で
あ

る
こ
と
が
、
よ
く
理
解
で
き
た
。
い
よ
い
よ

2

年
目
に
入
る
が
、
地
域
愛
に
あ
ふ
れ
た
、

美
し
美
浜
の
実
現
に
向
け
さ
ら
な
る
前
進
を

期
待
す
る
。

愛
と
感
動
の
あ
る
教
育
の
前
進
を
！

教
育
長
の
実
績
と
成
果
に
つ
い
て

⑴
教
育
長
が
見
る
人
権
教
育
の
成
果
は

問

教
育
長
は
、
美
浜
町
の
教
育
大
綱
の

基
本
理
念
は
、
個
性
と
能
力
を
伸
ば

し
夢
を
実
現
す
る
ひ
と
づ
く
り
で
あ
る
と
、

ま
た
、
愛
と
感
動
の
あ
る
教
育
の
視
点
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
き
た
い
、
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
美
浜
町
の
教
育
の
ベ
ー
ス

は
、
ほ
ぼ
半
世
紀
に
渡
っ
て
実
践
し
て
き
た

人
権
教
育
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
教
育
長
は
人
権
教
育
の
成
果

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

教育
長

美
浜
町
の
教
育
の
根
幹
は
、
人
権
教

育
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
美
浜
町

に
は
、
美
浜
町
人
権
教
育
研
究
会
と
い
う
組

織
が
あ
り
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の

教
職
員
の
全
て
が
会
員
と
し
て
、
人
権
に
対

す
る
正
し
い
認
識
を
持
ち
、
人
権
を
尊
重

し
、
差
別
を
な
く
そ
う
と
す
る
意
欲
と
能
力

を
備
え
た
人
間
の
育
成
を
達
成
す
る
べ
く
研

究
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
の
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
、
93 

%
の
児
童
が
「
学
校
生
活
が
楽

し
い
」、
ま
た
、
92 

%
の
児
童
が
「
自
分
や

周
り
の
人
を
大
切
に
し
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
る
。
一
人
一
人
の
子
供
、
つ
ま
り
個
と

集
団
、
学
級
集
団
、
学
校
全
体
の
集
団
が
、

人
権
教
育
を
高
め
て
い
け
る
こ
と
を
研
究
し

て
、
日
々
継
続
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
こ
れ
が
、
半
世
紀
に
わ
た
り
実
践
が
蓄

積
さ
れ
て
き
た
美
浜
町
の
人
権
教
育
の
成
果

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

⑵
小
学
校
英
語
教
育
の
成
果
は

問

本
町
の
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育

の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

教育
長

小
学
校
が
再
編
さ
れ
た
平
成
28
年
度

か
ら
は
、
各
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
1

人
の
A
L
T
を
配
置
し
て
き
た
。
英
語
の

教
科
化
に
向
け
教
職
員
の
意
識
を
高
め
る
と

同
時
に
、
何
よ
り
も
子
供
た
ち
の
身
近
に
、

外
国
の
先
生
が
い
て
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

シ
ャ
ワ
ー
を
日
常
的
に
浴
び
せ
続
け
る
環
境

を
つ
く
っ
て
き
た
。
子
供
た
ち
に
英
語
の
授

業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、「
英
語
の
時
間
は
楽
し
い
」
と
の
回
答

が
85 

%
、
ま
た
、「
外
国
の
人
に
ど
こ
か
で

出
会
っ
た
ら
英
語
で
挨
拶
が
で
き
る
」
と

い
っ
た
回
答
が
89 

%
と
高
い
数
値
を
示
し
て

お
り
、
抵
抗
な
く
楽
し
く
学
ん
で
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。
あ
わ
せ
て
、
幼
少
時
代
か

ら
英
語
に
な
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
、
各
保
育
園
に
も
A
L
T

が
出
向
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
生
徒
に

対
し
て
、
英
語
と
触
れ
合
う
、
英
語
が
楽
し

い
と
思
え
る
授
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
、
聞
く
、
話
す
に
加
え
、
読
む
、
書
く
が

加
わ
り
高
度
な
事
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、

A
L
T
の
配
置
方
法
も
、
1
校
1
名
に
固
定

せ
ず
、
各
校
を
よ
り
機
動
的
に
・
効
率
的
に

連
携
さ
せ
、
複
数
の
A
L
T
と
接
す
る
機

会
を
増
や
す
取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

意見

美
浜
町
は
、
県
内
に
先
駆
け
、
英
語

の
教
科
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ど

こ
よ
り
も
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。
美
浜
町
の
英
語
教

育
は
、
未
来
を
見
据
え
、
先
進
地
と
し
て
の

教
育
方
法
で
あ
り
、
美
浜
町
の
発
展
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
の
さ
ら

な
る
取
り
組
み
に
期
待
す
る
。

教
育
長
の
自
分
自
身
の
教
育
の
基
本
で
あ

る
、
愛
と
感
動
の
あ
る
教
育
を
大
事
に
し
て

実
践
し
て
き
た
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
た
。

教
育
長
の
す
ば
ら
し
い
人
間
性
が
さ
ら
に
で

て
、
今
後
も
美
浜
の
教
育
は
す
ば
ら
し
い

と
、
美
浜
の
子
供
た
ち
は
す
ば
ら
し
い
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
教
育
指
導
を
心
が
け
、
さ
ら

な
る
前
進
を
期
待
す
る
。

川畑 忠之 議員
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敦
賀
美
方
消
防
組
合
議
会

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

3
月
24
日
、
第
1

回
敦
賀
美
方
消
防

組
合
議
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
令
和
元

年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
」、「
令
和
2
年

度
一
般
会
計
予
算
」、

「
消
防
組
合
職
員
の

配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
制
定
」

の
3
議
案
を
審
議
し
、
全
て
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

「
令
和
2
年
度
一
般
会
計
予
算
」
の

総
額
は
、
27
億
77
万
2
千
円
で
す
。
職

員

1
4
6

名
の
人
件
費
、
消
防
団
員

7
6
1
名
の
定
期
職
務
報
酬
の
ほ
か
、
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
、
消
防
活

動
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
浜
町
で
は
、
消
防
団
第
1
分
団
第
1

部
に
消
防
車
、
美
浜
消
防
署
に
災
害
対
応

特
殊
救
急
車
が
配
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

大
規
模
化
、
多
様
化
す
る
災
害
に
対

し
て
、
消
防
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
防
災
力
の
強

化
、
知
識
・
技
術
の
習
得
、
住
民
に
信

頼
さ
れ
る
消
防
職
員
の
育
成
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
兵
庫
記
）

3
月
26
日
、
令
和
2
年
度
第
1
回
小
浜

病
院
組
合
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
公
立
小
浜
病
院
組
合
病

院
事
業
会
計
予
算
、（
公
立
小
浜
病
院

81
億
9
0
4
5
万
円
、
ア
ク
ー
ル
若
狭

7
億
1
6
0
3
万
円
、
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ

三
方
病
院
11
億
2
8
1
0
万
円
）
他
4

議
案
お
よ
び
追
加
議
案
の
「
任
期
満
了
に

伴
う
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
」
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。
全
て
の
議
案
が
全
員

賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
前
期
は
、
公
立
小
浜
病
院
組

合
管
内
事
業
に
お
い
て
赤
字
削
減
の
努
力

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
期
は
小

浜
病
院
の
内
科
ド
ク
タ
ー
の
転
出
・
退
職

等
が
あ
り
、
赤
字
解
消
等
の
目
標
値
に
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

医
師
の
確
保

は
喫
緊
の
課
題

で
す
。
病
院
側

の
苦
労
も
見
え

ま
す
が
、
医
師

数
等
の
現
状
は

維
持
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
ま

す
。   

（
辻
井
記
）

で
す
。

◎
第
3

号
議
案
　
嶺
南
鉄
道
整
備
促
進
基

金
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

鉄
道
を
含
む
公
共
交
通
等
の
整
備
や
利

便
性
の
向
上
、
地
域
の
振
興
に
活
用
す
る

た
め
、
基
金
の
設
置
目
的
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
梅
津
記
）

3
月
24
日
、
令
和
2
年
第
1
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
3
議
案
の
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
第
1

号
議
案
　
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
3
7
7
万

6
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
10
億

3
4
4
5
万
3
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
要
因
は
、
県
か
ら
の
核
燃
料
税
交

付
金
の
増
加
で
す
。
嶺
南
地
域
振
興
促

進
基
金
に
5
2
5
8
万
6
千
円
を
積
立

て
ま
す
。

◎
第
2

号
議
案
　
令
和
2

年
度
一
般
会
計

予
算

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
億
1
6
0
9
万

1
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
観
光
振
興
や

企
業
誘
致
な
ど
、
嶺
南
地
域
の
発
展
を
図

る
た
め
に
、
J
R
小
浜
線
の
利
用
促
進
や

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
嶺

南
各
市
町
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の

組
合
議
会
の
動
き

嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会
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◎
関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
へ

3
月
17
日
、
美
浜
発
電
所
の
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
美
浜
発
電
所
で
は
、
1
・
2
号

機
が
廃
止
措
置
工
事
、
3
号
機
で
再
稼
働

に
向
け
た
安
全
性
向
上
対
策
工
事
を
実
施

中
で
す
。

当
日
は
、
今
年
7
月
の
工
事
完
了
を
目

指
し
て
工
事
を
進
め
て
い
る
3
号
機
の
安

全
性
向
上
対
策
工
事
の
う
ち
、
竜
巻
対
策

工
事
や
電
源
の
多
重
化
対
策
と
し
て
実
施

し
た
空
冷
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
設
置

状
況
な
ど
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
原
子
炉
格
納
容
器
近
傍
に
あ
っ

た
土
の
高
台
に
替
え
て
、
地
震
に
強
い
鉄

骨
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
構
台
が
設
置

さ
れ
た
場
所
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
藤
本
記
）

◎
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
が
完
成

長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
、
佐
田
竹
波

敦
賀
線
の
一
連
の
道
路
整
備
が
完
了
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
原
発
事
故
時
に
緊
急
車

両
が
す
ぐ
に
到
着
で
き
、
住
民
の
避
難
道

路
に
も
な
る
「
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
」

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

昨
年
3
月
に
先
行
的
開
通
し
て
い
た
北
田

口
か
ら
菅
浜
間
2
・
1
キ
ロ
と
今
回
菅
浜

竹
波
間
を
合
わ
せ
、
全
5
・
1
キ
ロ
が
開

通
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総
事
業
費
は
1
3
0
億
円
、
海
岸
沿

い
の
カ
ー
ブ
が
多
く
大
雨
の
際
に
土
砂

崩
れ
に
よ
り
通
行
規
制
が
度
々
発
生
し

て
い
た
区
間

が
「
菅
浜
黒

藤
ト
ン
ネ
ル
」

等

の

バ

イ

パ
ス
整
備
に

よ
っ
て
、
安

全
に
走
行
で

き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

（
北
村
記
）

現
地
視
察

議 会 の

動 き

関西電力原子力発電所立地町議会連絡協議会
もんじゅ視察 レインボーラインリニューアル記念セレモニー

嶺南広域行政組合  長野県視察
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議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
2
年
の

任
期
を
終
え
、
3
月
定
例
会
で
新
し

い
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
会
の
「
見
え
る
化
」
は
必
須
の

課
題
で
す
。
情
報
公
開
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
改
革
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
は
町
民
の
み
な
さ

ん
が
議
会
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る

も
の
で
す
。「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ

て
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
議
員

が
発
信
す
る

S
N
S
・
ブ
ロ

グ
な
ど
、
よ
り

情
報
量
が
多
い

コ
ン
テ
ン
ツ
に

ア
ク
セ
ス
し
た

く
な
る
よ
う
な

紙
面
を
め
ざ
し

て
が
ん
ば
り
ま

す
。  

（
河
本
記
）

美
浜
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
委
員
長
】
　
河
本
　
　
猛

【
副
委
員
長

】
　
川
畑
　
忠
之

【
委
　
員
】 

北
村
　
　
晋
・
藤
本
　
　
悟

 

松
下
　
照
幸
・
梅
津
　
隆
久

 
仲
嶌
　
正
一

み
は
ま
議
会
だ
よ
り

国内外で、新型コロ

ナウイルスの患者数が

日を追って増加してい

ます。

政府は、感染拡大を

防 ぐ た め に、3 月 2 日

から春休みに入るまで

臨時休校するよう要請

を出しました。そのた

め、各学校の卒業式は

規模を縮小しての実施

となり、議会議員は出

席することができなく

なりました。一刻も早

く終息することを望み

ます。（寺田記）

町道佐柿・郷市線耳川橋の開通式典を予

定しておりましたが、新型コロナウイルス

の影響により中止となりました。耳川橋は

平成 28 年 10 月に着工し、今年 4 月 4 日に

開通しました。

平成 29 年に入学した中学生は、一度も

橋を通らずに卒業することとなりました。

町民にとって、長きにわたり待ちに待っ

た耳川橋開通です。子どもたちの通学、

町民の生活拠点を結ぶことができてうれ

しく思います。（﨑元記） 開通した耳川橋

美浜中学校

東小学校

西小学校

中央小学校

祝 　 佐 柿 ・ 郷 市 線 耳 川 橋 　 開 通

小 中 学 校 卒 業 式


